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平成26 年10 月28 日 

各  位 

株 式 会 社 メ イ テ ッ ク

代 表 取 締 役 社 長  國 分  秀 世

東京都港区赤坂 8 丁目 5 番 26 号

（コード番号 9744 東証第一部）

（URL http://www.meitec.co.jp）

問合せ先 取締役執行役員 上村正人

（TEL 03–5413–0131 経営情報部）

特別損失の計上並びに 

平成 27 年 3 月期第 2 四半期（累計）業績予想の修正に関するお知らせ 

当社は、本日開催の取締役会において、一部の大型研修施設等の利用停止を決定し、減損処理に伴う特別

損失を計上する見込みとなった事、並びに、上記の特別損失に最近の業績動向を加味して、平成 26 年 5 月 8 日

に公表した平成 27 年 3 月期第 2 四半期累計期間（平成 26 年 4 月 1 日～平成 26 年 9 月 30 日）の業績予想を

修正する事としたので、お知らせいたします。 

 

記 

1. 特別損失の計上 

（1） 一部の大型研修施設等の利用を停止する理由 

下記の大型研修施設等は築後経過年数が 17～29 年となっており、維持費用の負担が重くなっている事、

エンジニア派遣事業における高い稼働率を背景に当該大型研修施設等の利用率は低水準で今後も利用率

の大幅な向上も見込めない事から、維持費用負担の軽減及び将来の費用増加リスクの削減を図るために、

当該施設の利用停止を決定いたしました。なお、対象物件については、維持コストを確実に圧縮し、経費削

減効果を速やかに享受する為、更地化した上で売却する方針です。 

残存する大型研修施設（テクノセンター）は２か所となりますが、テクノセンターを補完する地域密着型の中

規模教育研修施設（ＥＯセンター）をすでに１２か所設置しており、教育・研修の質・量ともに問題は生じない、

と判断しています。 

（2） 利用停止に係る特別損失の内容 

「固定資産の減損に係る会計基準」に基づく減損処理を行い、特別損失を計上する見込みとなりました。 

名称 所在地 用途 減損損失（概算）

① 神戸テクノセンター 兵庫県神戸市西区 研修所、営業拠点、等 約 19 億円 

② 厚木テクノセンター社員寮 神奈川県厚木市 社宅・研修寮 約 8 億円 

③ 日進テクノセンター 愛知県日進市 研修所、営業拠点 約 6 億円 

④ 名古屋ＥＯＣ・メカトロセンター 愛知県名古屋市西区 研修所 約 2 億円 

 計４施設  （土地・建物） 約 35 億円 
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2. 平成 27 年 3 月期第 2 四半期累計期間（平成 26 年 4 月 1 日～平成26 年 9 月30 日）の業績予想の修正 

（1） 連結業績予想数値の修正 

（金額の単位：百万円） 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（A） 38,200 3,300 3,300 2,050 67 円09 銭

今回修正予想（B） 39,300 3,990 4,010 190 6 円22 銭

増減額（B-A） ＋1,100 ＋690 ＋710 △1,860  

増減率（％） ＋2.9% ＋20.9% ＋21.5% △90.7%  

ご参考：前期第2四半期実績※ 35,754 2,907 2,931 1,706 54 円68 銭

※平成26 年3 月期第2 四半期（累計） 

（2） 個別業績予想数値の修正 

（金額の単位：百万円） 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（A） 29,800 2,700 3,100 2,050 67 円09 銭

今回修正予想（B） 30,600 3,260 3,690 170 5 円56 銭

増減額（B-A） ＋800 ＋560 ＋590 △1,880  

増減率（％） ＋2.7% ＋20.7% ＋19.0% △91.7%  

ご参考：前期第2四半期実績※ 28,150 2,392 2,791 1,745 55 円94 銭

※平成26 年3 月期第2 四半期（累計） 

（3） 修正の理由 

中核事業のエンジニア派遣事業において、期初計画に比して、エンジニア稼働人員数が順調に増加した事

を主因に、売上高、営業利益、経常利益は前回発表予想を上回る水準を見込んでいます。 

しかし、前述の特別損失計上により、第２四半期累計の四半期純利益は前回発表予想を下回る見込みです。

詳細は、本年11 月6 日に予定する第2 四半期決算公表時にお知らせいたします。 

 

 

ご参考 

① 中間配当予想は、平成 26 年 5 月 8 日に公表した下記の予想値を修正しません。 

第２四半期末 ： 1 株当たり 44 円 〈普通配当 34 円＋創業 40 周年記念配当（中間）10 円〉 

② 通期業績予想と期末配当予想など 

平成 27 年 3 月期の通期業績予想は、前述の特別損失を含めた業績見通しを精査した上で、本年 11 月6

日に予定する第 2 四半期決算公表時にお知らせいたします。あわせて、利益配分の基本方針に従い、年間

業績予想に基づく期末配当予想及び自己株式取得予定額も第 2 四半期決算公表時にお知らせします。 

以 上 

ご注意： 本業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。 

実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 


